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一　

序　

論

㈠　

問
題
意
識

　

契
約
当
事
者
は
、
債
務
不
履
行
の
場
合
に
債
務
者
が
支
払
う
べ
き
損
害
賠
償
の
額
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
よ
っ
て
あ
ら
か

じ
め
合
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
判（
1
）例お
よ
び
有
力（
2
）説に
よ
る
と
、
実
損
害
額
に
比
し
て
著
し
く
過
大
な
賠
償
額
を
予
定
す

る
合
意
は
、
民
法
九
〇
条
に
基
づ
き
一
部
無
効
と
な
る
。

　

有
力
説
は
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
民
法
九
〇
条
を
適
用
す
る
際
に
、
二
つ
の
異
な
る
判
断
基
準
お
よ
び
効
果
を
想
定

す（
3
）る。

一
方
で
、
暴
利
行
為
の
要
件
を
充
た
す
場
合
、
す
な
わ
ち
、
合
意
が
一
方
当
事
者
の
窮
迫
、
軽
率
ま
た
は
無
経
験
を
利
用
し
て
、

他
方
当
事
者
に
過
当
な
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
場
合
に
、
合
意
は
、
全
部
無
効
と
な
る
。
他
方
で
、
暴
利
行
為
の
主
観
的
要
件
を

充
た
さ
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
際
の
損
害
額
に
比
し
て
予
定
額
が
著
し
く
過
大
で
あ
る
と
き
は
、
合
意
は
、
そ
の
過
大
な
部
分
に
つ

い
て
一
部
無
効
と
な
る
。
両
者
を
比
較
す
る
と
、
後
者
は
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
の
み
を
問
題
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
そ

れ
で
は
、
過
大
な
賠
償
額
を
予
定
す
る
合
意
に
つ
い
て
、
客
観
的
な
不
均
衡
の
み
を
要
件
と
し
て
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
い
か
に
し

て
正
当
化
さ
れ
る
の（
4
）か。

　

第
一
に
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
の
性
質
論
が
そ
の
こ
と
を
正
当
化
す
る
、
と
い
う
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
大
村
敦
志
は
、

付
随
的
な
契
約
条
項
の
規
制
に
つ
い
て
、
一
方
で
、「
条
項
自
体
の
妥
当
性
を
最
重
要
視
す
べ
き
」
と
し
、
他
方
で
、「
各
条
項
の
性
質
論

の
レ
ヴ
ェ
ル
で
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
」
こ
と
か
ら
、
暴
利
行
為
論
の
適
用
は
過
渡
期
的
な
処
理
で
あ
る
と
評
価
す（
5
）る。

　

こ
の
見
解
は
、
付
随
的
契
約
条
項
の
規
制
の
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
。
も
っ
と
も
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
条
項
に
つ
い
て
、
契
約
解

釈
の
次
元
で
、
著
し
く
過
大
な
金
額
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
帰
結
を
も
た
ら
す
こ
と
は
、
従
来
の
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
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関
す
る
合
意
の
性
質
論
に
修
正
を
迫
る
。
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
は
、
損
害
の
発
生
の
有
無
や
損
害
額
に
つ
い
て
の
立
証

の
煩
雑
さ
を
避
け
、
余
計
な
紛
争
を
避
け
る
機
能
、
す
な
わ
ち
、
紛
争
回
避
機
能
が
あ
る
と
さ
れ
）
6
（

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
定
額

が
実
損
害
額
に
比
し
て
著
し
く
過
大
な
限
度
で
、
損
害
の
発
生
お
よ
び
額
に
つ
い
て
争
う
こ
と
が
、
契
約
解
釈
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

第
二
に
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
お
い
て
は
、
典
型
的
に
契
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
阻
害
要
因
が
存
在
す
る
た
め
に
、
契
約

条
項
の
適
正
化
が
必
要
に
な
る
、
と
い
う
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
山
本
豊
は
、
付
随
的
契
約
条
項
の
規
制
を
暴
利
行
為
の
問
題
と
し
て
扱

う
こ
と
に
つ
い
て
、
判
断
の
要
素
お
よ
び
基
準
時
の
点
で
問
題
が
あ
る
と
す（
7
）る。

そ
の
う
え
で
、
不
当
条
項
規
制
を
正
当
化
し
、
そ
の
適

用
範
囲
を
画
す
る
根
拠
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
保
護
目
的
論
を
説（
8
）く。
そ
れ
に
よ
る
と
、
一
定
の
契
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
阻
害
要
因
が
存
在
し

て
、
契
約
当
事
者
の
十
全
の
自
己
責
任
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
初
め
て
、
契
約
条
項
適
正
化
の
問
題
が
生
じ
る
。
こ
の
よ
う
な

考
え
方
か
ら
、
山
本
は
、
実
質
的
な
交
渉
に
基
づ
き
個
別
に
合
意
さ
れ
た
条
項
を
基
本
的
に
不
当
条
項
規
制
の
対
象
外
と
す
る
。
し
か
し
、

個
別
に
合
意
さ
れ
た
条
項
で
あ
っ
て
も
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
つ
い
て
、
典
型
的
に
、
契
約
当
事
者
の
意
思
決
定
の
不

完
全
さ
お
よ
び
そ
れ
伴
う
契
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
阻
害
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ら
ば
、
契
約
条
項
適
正
化
の
問
題
が
生
じ
る
と
解
す

る
余
地
が
あ（
9
）る。

　

こ
の
見
解
は
、
い
か
な
る
当
事
者
を
典
型
的
に
想
定
す
る
か
に
応
じ
て
、
付
随
的
契
約
条
項
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
規
制
の
内
容
が
変
わ

る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
も
っ
と
も
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
紛
争
回
避
機
能
を
認
め
る
場
合
に
は
、
典
型
的
な
契
約
当
事

者
と
し
て
、
債
務
不
履
行
な
ら
び
に
そ
れ
に
よ
る
損
害
の
発
生
お
よ
び
額
と
い
う
将
来
の
不
確
実
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
る
者
を
想
定
す
る
こ
と
が
、
首
尾
一
貫
す
る
。
合
意
に
紛
争
回
避
機
能
を
認
め
る
こ
と
の
正
当
性
は
、「
将
来
の
債
務
不
履
行
の
際

に
い
か
な
る
額
に
お
い
て
損
害
賠
償
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
」
に
つ
い
て
判
断
す
る
契
約
当
事
者
の
能
力
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
想
定
を
前
提
に
す
る
限
り
、
内
容
規
制
の
際
に
は
、
個
別
の
事
案
に
お
け
る
具
体
的
な
当
事
者
の
態
様
が
、
典
型
的
に
想
定
さ
れ
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る
当
事
者
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
い
う
点
、
す
な
わ
ち
主
観
的
な
要
素
の
判
断
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　

以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
本
稿
は
、
過
大
な
損
害
賠
償
額
を
予
定
す
る
合
意
の
規
制
に
お
い
て
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
を
ど

の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
分
析
す
る
。
第
一
に
、
紛
争
回
避
機
能
を
認
め
る
性
質
論
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
将
来
の
不
確
実
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
判
断
す
る
当
事
者
の
能
力
を
典
型
的
に
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。
第

二
に
、
そ
の
よ
う
な
当
事
者
の
能
力
を
典
型
的
に
肯
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
の
み
を
理
由
と
し
て
、

合
意
の
効
力
を
否
定
し
、
ま
た
は
、
予
定
額
に
お
け
る
損
害
賠
償
請
求
を
阻
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
検
討
す
る
。

㈡　

方
法
お
よ
び
構
成

　

本
稿
は
、
上
記
の
問
題
を
検
討
す
る
た
め
に
、
商
人
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
違
約
罰
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
お
よ
び
学
説
を
参
照

す
る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
違
約
罰
は
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
際
に
、
一
方
で
、
超
過
損
害
の
賠
償
請
求
を
排
除
せ
ず
、
他
方
で
、
損
害

の
最
低
額
と
し
て
扱
わ
れ
る
（
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
〇
条
二
項
お
よ
び
三
四
一
条
二
項
）。
こ
の
限
り
で
、
違
約
罰
の
合
意
は
、
債
務
者
側
の
実

損
害
額
の
主
張
を
排
除
す
る
効
果
を
有
す
）
10
（

る
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
は
、
違
約
罰
を
裁
量
に
基
づ
き
軽
減
す
る
権
限
を

裁
判
官
に
付
与
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
民
法
に
よ
る
と
、
当
事
者
は
、
違
約
罰
を
合
意
し
て
も
債
務
不
履
行
の
際
に
支
払
わ
れ
る

べ
き
金
額
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
適
用
を
排
除

す
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
商
法
に
よ
る
と
、
違
約
罰
額
が
実
損
害
額
以
上
と
な
る
場
合
を
念
頭
に
置
く
限
り
で
、
違
約
罰
の
合
意
は
、

債
務
不
履
行
の
際
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
額
を
確
定
す
る
効
果
を
有
す
る
。
も
っ
と
も
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
信
義
誠
実
の
原
則
を
定

め
る
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
）
11
（
条
に
基
づ
き
、
商
人
間
で
合
意
さ
れ
た
違
約
罰
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、

一
方
で
、
違
約
罰
の
合
意
に
債
務
不
履
行
の
際
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
金
額
を
確
定
す
る
効
果
を
認
め
つ
つ
、
他
方
で
、
合
意
内
容
を
一
般

条
項
に
基
づ
き
修
正
す
る
と
い
う
規
律
は
、
日
本
に
お
け
る
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
の
規
律
に
類
似
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
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損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
上
記
の
問
題
を
検
討
す
る
上
で
、
参
考
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

以
下
で
は
、
ま
ず
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
意
義
に
つ
い
て
、
ド
イ
ツ
の
学
説
に
依
拠
し
て
概
略
を
示
す
（
二
）。
次
に
、
ド
イ

ツ
商
法
典
三
四
八
条
に
つ
い
て
、
沿
革
を
明
ら
か
に
す
る
（
三
）。
そ
の
う
え
で
、
商
人
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
違
約
罰
に
つ
い
て
、

客
観
的
な
不
均
衡
を
理
由
に
合
意
の
効
力
を
否
定
し
、
ま
た
は
、
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例

お
よ
び
学
説
を
分
析
す
る
（
四
）。
そ
し
て
、
ド
イ
ツ
法
と
の
比
較
を
踏
ま
え
て
、
当
事
者
と
し
て
い
か
な
る
者
を
典
型
的
に
想
定
す
る

か
と
い
う
観
点
か
ら
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
つ
い
て
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
と

い
う
問
題
を
検
討
す
る
（
五
）。
最
後
に
、
残
さ
れ
た
課
題
に
言
及
す
る
（
六
）。

二　

ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
意
義

　

ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
に
関
す
る
検
討
に
入
る
前
に
、
同
条
に
よ
り
適
用
が
排
除
さ
れ
る
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
に
つ
い
て
、
簡

単
に
学
説
上
の
理
解
を
確
認
し
て
お
）
12
（

く
。

㈠　

ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
必
要
性

　

ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
必
要
性
は
、
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
）
13
（
る
。
違
約
罰
の
合
意
は
、
そ
の
効
力
発
生
は
現
実
化
し
な
い
と
い

う
虚
偽
の
期
待
に
お
い
て
、
軽
率
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
稀
で
は
な
い
。
違
約
罰
の
額
が
妥
当
か
否
か
に
つ
い
て
、
違
約
罰
債
務
者
は
、
十

分
に
注
意
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
違
約
罰
の
合
意
は
、
契
約
と
し
て
の
正
当
性
担
保
の
機
能
を
十
分
に
果
た
す
こ

と
が
で
き
な
い
傾
向
に
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
同
条
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
基
づ
く
軽
減
を
定
め
る
こ
と
で
、
違
約
罰
の
公
正
さ
を
保
障

す
る
。
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㈡　

ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
体
系
的
位
置
づ
け

　

ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
は
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
基
づ
く
権
利
濫
用
の
規
律
と
の
関
係
に
お
い
て
特
別
法
で
あ
る
と
さ
れ
）
14
（

る
。
同
条

に
基
づ
き
妥
当
な
金
額
を
決
定
す
る
際
に
は
、
主
と
し
て
、
契
約
締
結
後
に
生
じ
た
事
情
が
顧
慮
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
、
同
条
の
権
利
行

使
規
制
と
し
て
の
性
格
が
表
れ
て
い
る
と
い
）
15
（
う
。
た
だ
し
、
同
条
を
純
粋
な
権
利
行
使
規
制
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
を
疑
問
視
し
、
内

容
規
制
と
し
て
の
性
格
を
認
め
る
見
解
も
あ
）
16
（

る
。

　

同
条
が
民
法
体
系
に
馴
染
む
か
、
そ
れ
と
も
極
め
て
例
外
的
な
性
格
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
る
。
一
方
で
、
違
約

罰
に
つ
い
て
合
意
す
る
当
事
者
間
の
構
造
的
不
均
衡
を
指
摘
し
て
、
同
条
は
、
違
約
罰
債
務
者
の
契
約
自
由
の
侵
害
を
回
復
す
る
規
定
と

し
て
、
民
法
体
系
に
馴
染
む
と
評
価
す
る
見
解
が
あ
）
17
（

る
。
他
方
で
、
民
法
は
不
公
正
な
契
約
を
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
、
程
度
が
甚
だ
し

い
場
合
に
初
め
て
介
入
す
る
の
に
対
し
て
、
同
条
は
、
本
質
的
に
無
条
件
の
介
入
を
許
す
点
に
お
い
て
、
体
系
上
異
色
で
あ
る
と
す
る
見

解
が
あ
）
18
（

る
。

三　

ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
の
意
義

㈠　

前　

史

　

一
般
ド
イ
ツ
商
法
典
は
、
二
八
四
条
に
、
違
約
罰
に
関
す
る
規
定
を
置
く
。
そ
の
う
ち
、
三
項
に
対
応
す
る
規
律
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典

三
四
〇
条
二
項
お
よ
び
三
四
一
条
二
項
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
と
関
係
す
る
の
は
、
一
項
で
あ
）
19
（

る
。

　

プ
ロ
イ
セ
ン
草
案
二
一
七
条
一
項
は
、「
商
行
為
か
ら
生
じ
た
債
務
に
付
さ
れ
た
違
約
罰
は
、
そ
の
額
に
関
す
る
い
か
な
る
制
限
に
も
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服
さ
な
い
。
違
約
罰
は
、
損
害
の
二
倍
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
第
一
部

第
五
章
三
〇
一
条
は
、
裁
判
官
が
違
約
罰
を
損
害
額
の
二
倍
ま
で
減
額
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
）
20
（

た
。
プ
ロ
イ
セ
ン
草

案
に
付
さ
れ
た
理
由
書
に
よ
る
と
、
商
行
為
に
つ
い
て
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
異
な
る
規
定
を
置
く
べ
き
理
由
は
、
次
の
こ
と

に
求
め
ら
れ
）
21
（
る
。
第
一
に
、
一
般
的
な
取
引
と
比
較
す
る
と
、
商
取
引
に
お
い
て
は
、
あ
る
取
引
が
他
の
取
引
に
お
け
る
債
務
の
正
確
な

履
行
に
依
存
し
て
お
り
、
高
額
な
違
約
罰
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
履
行
を
最
大
限
確
保
す
る
こ
と
は
、
債
権
者
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で

あ
る
。
第
二
に
、
損
害
額
の
算
定
は
、
煩
雑
な
手
続
お
よ
び
営
業
上
の
秘
密
の
開
示
に
至
る
こ
と
が
稀
で
は
な
い
。

　
「
商
行
為
か
ら
生
じ
た
債
務
に
付
さ
れ
た
」
と
い
う
部
分
は
、
次
の
よ
う
な
考
慮
に
基
づ
い
て
削
除
さ
れ
）
22
（

た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
よ
う

な
文
言
は
、
民
法
に
お
い
て
は
違
約
罰
が
一
定
の
制
限
に
服
す
る
か
の
よ
う
な
外
観
を
呈
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
制
限
を
定
め
な
い
民
事

立
法
は
変
更
さ
れ
る
、
と
の
推
論
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
推
論
を
排
除
す
る
た
め
に
、
一
般
論
の
形
で
違
約
罰
が
い

か
な
る
制
限
に
も
服
さ
な
い
こ
と
を
定
め
る
に
至
っ
）
23
（
た
。

㈡　

立
法
過
程

1　

第
一
草
案
に
関
す
る
議
論

　

ラ
イ
ヒ
司
法
省
第
一
草
案
は
、
二
九
三
条
に
、
一
般
ド
イ
ツ
商
法
典
二
八
四
条
一
項
に
対
応
す
る
規
定
を
置
く
。
第
一
草
案
に
関
す
る

覚
書
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
規
定
は
、
商
人
が
自
己
の
約
束
の
及
ぶ
範
囲
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
正
当
化
さ

れ
）
24
（

る
。
ま
た
、
良
俗
に
反
す
る
違
約
罰
か
ら
の
保
護
は
、
民
法
上
の
規
定
に
よ
り
与
え
ら
れ
る
と
い
う
。

　
「
商
法
典
草
案
の
鑑
定
の
た
め
の
委
員
会
」
の
審
議
に
お
い
て
、
こ
の
規
定
の
削
除
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
と
り
わ
け
小
規
模

経
営
の
商
人
を
念
頭
に
お
い
て
、
商
人
も
ま
た
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
に
よ
る
保
護
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
た
。
し
か
し
、

規
定
を
維
持
す
る
見
解
が
、
次
の
よ
う
な
理
由
か
ら
支
持
を
集
め
た
。
商
人
は
、
自
己
の
約
束
の
帰
結
を
自
覚
し
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
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り
、
特
別
の
保
護
を
要
し
な
い
。
さ
ら
に
、
良
俗
に
反
す
る
契
約
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
一
三
八
）
25
（
条
に
よ
り
無
効
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
草
案
二
九
三
条
を
削
除
す
る
こ
と
は
、
債
務
の
正
確
な
履
行
に
依
存
す
る
商
取
引
に
、
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
。
ま
た
、
商
人

で
あ
る
違
約
罰
債
権
者
は
、
自
己
に
生
じ
た
損
害
の
額
を
訴
訟
に
お
い
て
立
証
す
る
必
要
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
す
る
。
し
か
し
、

裁
判
官
が
違
約
罰
を
軽
減
す
る
権
限
を
有
す
る
な
ら
ば
、
債
権
者
は
、
違
約
罰
が
不
相
当
に
高
い
と
い
う
債
務
者
の
主
張
に
対
し
て
、
自

己
の
損
害
を
証
明
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
）
26
（

る
。

2　

第
二
草
案
お
よ
び
連
邦
参
議
院
提
出
草
案
に
関
す
る
議
論

　

以
上
の
規
定
は
、
ラ
イ
ヒ
司
法
省
第
二
草
案
三
二
〇
条
、
次
い
で
、
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ
れ
た
草
案
三
三
三
条
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

連
邦
参
議
院
に
お
い
て
も
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
削
除
が
提
案
さ
れ
た
。
特
に
小
規
模
経
営
の
商
人
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
民
法
に
お

い
て
違
約
罰
の
軽
減
を
認
め
る
根
拠
は
、
商
取
引
に
も
妥
当
す
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
）
27
（
た
。
削
除
案
は
、
第
一
草
案
に
関
す
る
議
論
と
同
様

に
、
支
持
を
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
仮
に
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
が
商
人
に
も
適
用
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
商
人
は
、
訴
訟
に

お
い
て
損
害
の
額
を
立
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
違
約
罰
の
約
束
を
通
じ
て
ま
さ
に
回
避
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

い
）
28
（

う
。

3　

ラ
イ
ヒ
議
会
提
出
草
案
に
関
す
る
議
論

　

⑴　

覚　

書

　

ラ
イ
ヒ
議
会
に
提
出
さ
れ
た
草
案
三
三
九
条
は
、
以
上
の
規
定
と
同
様
の
こ
と
を
定
め
る
。
こ
の
草
案
に
関
す
る
覚
書
は
、
同
条
の
趣

旨
に
つ
い
て
、
大
部
分
に
お
い
て
第
一
草
案
に
関
す
る
覚
書
と
同
様
の
説
明
を
行
う
。
も
っ
と
も
、
商
取
引
に
お
い
て
は
、
民
事
取
引
と
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比
較
し
て
、
よ
り
債
務
の
正
確
な
履
行
に
信
頼
を
置
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
例
外
が
必
要
と
な
る
旨
の

記
述
が
追
加
さ
れ
て
い
）
29
（

る
。

　

⑵　

第
一
八
委
員
会

　

と
こ
ろ
が
、
第
一
八
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、
同
条
の
削
除
案
が
委
員
の
支
持
を
集
め
た
。
同
条
は
、
後
続
す
る
草
案
三
四
〇
条
か

ら
三
四
二
）
30
（

条
と
併
せ
て
、
削
除
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
規
定
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
か
ら
の
逸
脱
を
正
当
化
す
る
十
分
な
理
由

は
な
い
と
い
）
31
（
う
。
草
案
三
三
九
条
固
有
の
議
論
と
し
て
は
、
以
下
の
こ
と
が
指
摘
さ
れ
）
32
（
た
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
は
、
履

行
の
確
保
を
制
限
す
る
の
で
は
な
く
、
過
大
な
違
約
罰
に
よ
る
権
利
濫
用
を
規
制
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
第
二
に
、
商
人
も
ま
た
、
過
大
な

違
約
罰
の
軽
減
を
必
要
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
例
と
し
て
、
大
規
模
経
営
の
商
人
に
と
っ
て
は
容
易
に
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
金
額
の
違

約
罰
を
小
規
模
経
営
の
商
人
が
負
担
す
る
場
合
が
挙
げ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
草
案
三
三
九
条
か
ら
三
四
二
条
の
規
定
を
維
持
す
べ
き
こ
と
も
主
張
さ
れ
た
。
一
般
論
と
し
て
主
張
さ
れ
た
の
は
、

次
の
二
点
で
あ
）
33
（

る
。
第
一
に
、
商
人
に
、
一
定
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
特
別
に
高
め
ら
れ
た
義
務
を
課
す
こ
と
は
、
商
取
引
の
需
要
に
対

応
す
る
。
特
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
当
時
通
用
し
て
い
た
一
般
ド
イ
ツ
商
法
典
の
規
律
に
対
応
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
商
人
に

と
っ
て
、
こ
れ
を
変
更
す
る
動
因
は
、
存
在
し
な
い
と
い
う
。
第
二
に
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
は
、
国
際
的
な
取
引
を
顧
慮

す
る
と
、
ド
イ
ツ
の
商
人
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
の
商
人
に
よ
り
行
わ
れ
た
約
束
が
質
の
悪
い
も
の
と
み
な
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
者
と
の
契
約
締
結
が
憂
慮
す
べ
き
も
の
に
な
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
草
案
三
三
九
条
固
有
の
議
論
と
し
て
は
、
以
下
の
二
点
が

見
出
さ
れ
）
34
（

る
。
第
一
に
、
こ
こ
で
も
、
違
約
罰
が
損
害
賠
償
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
約
定
さ
れ
る
場
合
を
念
頭
に
置
い
て
、
民
法
典
三
四

三
条
の
適
用
を
通
じ
て
損
害
の
立
証
が
必
要
に
な
る
こ
と
へ
の
懸
念
が
示
さ
れ
た
。
第
二
に
、
商
人
は
、
自
己
の
経
験
を
活
用
し
て
、
違

約
罰
の
額
を
定
め
る
と
こ
ろ
、
裁
判
官
の
裁
量
に
基
づ
く
金
額
の
決
定
を
信
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
指
摘
さ
れ
た
。

　

委
員
の
圧
倒
的
多
数
が
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
削
除
は
、
ド
イ
ツ
国
内
で
の
取
引
に
と
っ
て
望
ま
し
い
と
み
な
し
た
た
め
に
、
削
除
案
が
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採
決
さ
れ
）
35
（
た
。
も
っ
と
も
、
国
際
取
引
に
関
す
る
懸
念
に
鑑
み
て
、
施
行
法
に
お
い
て
、
国
際
取
引
に
の
み
妥
当
す
る
特
別
の
規
定
を
設

け
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
導
入
が
提
案
さ
れ
た
五
ａ
条
は
、「
外
国
と
の
商
取
引
に
は
、
以
下
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
」
と
し
て
、
一

号
で
、
草
案
三
三
九
条
と
同
じ
内
容
を
定
め
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
五
ａ
条
の
導
入
案
は
、
そ
の
適
用
範
囲
を
明
確
に
定
め
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
点
で
批
判
さ
れ
た
。
問
題
に
な
っ
た
の
は
、

「
外
国
人
と
の
商
取
引
（die H

andel m
it Auslandern

）」
と
は
異
な
る
、「
外
国
と
の
商
取
引
（die H

andel m
it dem

 Auslande

）」
と
い
う

文
言
に
、
い
か
な
る
取
引
が
含
ま
れ
る
か
で
あ
）
36
（
る
。
結
局
、
提
案
は
、
提
案
者
で
あ
る
レ
ン
ツ
マ
ン
に
よ
り
取
り
下
げ
ら
れ
た
。
も
っ
と

も
、
後
の
ラ
イ
ヒ
議
会
総
会
に
お
け
る
審
議
の
際
に
、
削
除
さ
れ
た
規
定
の
復
活
を
検
討
す
べ
き
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
に
至
っ
）
37
（

た
。

　

⑶　

一
八
九
七
年
四
月
六
日
の
ラ
イ
ヒ
議
会
総
会

　

第
一
八
委
員
会
の
決
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ラ
イ
ヒ
議
会
総
会
に
よ
っ
て
、
草
案
三
三
九
条
の
復
活
は
、
賛
成
多
数
に
よ
り
採
決
さ
れ

た
。
も
っ
と
も
、
審
議
の
記
録
を
担
当
し
て
い
た
ヴ
ェ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
審
議
の
最
後
に
、「〔
第
一
八
委
員
会
の
決
議
〕
の
理
由
に
つ

い
て
誤
り
を
論
証
し
、
レ
ン
ツ
マ
ン
議
員
の
提
案
理
由
を
な
ん
ら
か
の
方
法
で
裏
付
け
る
よ
う
な
、
新
し
い
要
素
は
、
全
く
も
っ
て
提
示

さ
れ
て
い
な
い
」
と
指
摘
す
）
38
（
る
。
政
府
草
案
を
復
活
さ
せ
る
提
案
の
主
唱
者
で
あ
っ
た
レ
ン
ツ
マ
ン
は
、
草
案
三
三
九
条
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
説
）
39
（

く
。
①
商
人
は
、
自
ら
引
き
受
け
た
義
務
に
つ
い
て
正
確
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
保
護

を
必
要
と
し
な
い
。
②
例
え
ば
、
建
設
業
に
お
い
て
、
事
前
に
損
害
額
に
つ
い
て
見
通
し
が
つ
か
な
い
事
例
等
、
経
済
的
な
損
失
が
生
じ

な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
違
約
罰
を
減
ず
る
こ
と
が
妥
当
で
な
い
事
案
も
想
定
さ
れ
る
。
③
違
約
罰
の
軽
減
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
は
、

国
際
取
引
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
商
人
の
価
値
を
下
げ
る
こ
と
に
な
る
。
④
裁
判
官
や
法
律
家
は
、
商
取
引
の
実
情
を
十
分
に
考
慮
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
以
上
に
対
し
て
、
審
議
に
お
い
て
は
、
商
人
間
の
違
約
罰
に
つ
い
て
軽
減
が
必
要
と
な
る
よ
う
な
具
体
例
も
挙
げ
ら

れ
て
い
）
40
（

た
。
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㈢　

学　

説

　

現
在
の
学
説
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
の
正
当
性
を
疑
う
議
論
は
見
当
た
ら
な
い
。
同
条
の
趣
旨
は
、
審
議
過
程
に
お
け

る
議
論
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
覚
書
と
同
様
の
理
由
づ
け
か
ら
説
明
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
る
。
例
え
ば
、
商
人
は
、
自
ら
の
法
律
行
為

が
及
ぼ
す
帰
結
を
十
分
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
そ
の
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
）
41
（
る
。
も
っ
と
も
、
訴
訟
の
回
避

に
同
条
の
意
義
を
見
出
す
見
解
も
存
在
す
）
42
（

る
。

㈣　

小　

括

　

ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
の
前
史
お
よ
び
立
法
過
程
に
は
、
必
ず
し
も
現
在
の
学
説
に
お
い
て
顧
み
ら
れ
て
い
な
い
観
点
が
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
違
約
罰
を
合
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
に
お
い
て
損
害
の
額
を
立
証
す
る
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
観

点
で
あ
る
。

　

ま
た
、
商
人
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
違
約
罰
の
請
求
を
無
制
限
に
認
め
る
こ
と
に
対
す
る
懸
念
は
、
既
に
立
法
過
程
に
お
い
て
認
識

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

四　

商
人
間
で
合
意
さ
れ
た
違
約
罰
の
無
効
お
よ
び
軽
減

㈠　

普
通
取
引
約
款
法
に
よ
る
内
容
規
制

　

ド
イ
ツ
民
法
典
三
〇
九
条
六
号
に
よ
る
と
、「
給
付
の
不
受
領
も
し
く
は
受
領
遅
滞
、
支
払
の
遅
滞
ま
た
は
他
方
の
契
約
当
事
者
が
契
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約
を
解
消
す
る
場
合
に
、
約
款
使
用
者
に
対
し
て
違
約
罰
を
支
払
う
旨
を
約
す
る
条
項
」
は
無
効
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
条
は
、
民
法

典
三
一
〇
条
一
項
に
よ
り
、
商
人
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
普
通
取
引
約
款
に
は
適
用
が
な
い
。
も
っ
と
も
、
そ
の
場
合
で
も
、
過
大
な
違

約
罰
を
定
め
る
条
項
は
、
民
法
典
二
四
二
条
ま
た
は
普
通
取
引
約
款
法
の
一
般
条
項
で
あ
る
民
法
典
三
〇
七
条
一
）
43
（
項
に
基
づ
き
無
効
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。

1　

判　

例

　

二
〇
〇
二
年
の
債
務
法
現
代
化
法
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
民
法
典
に
普
通
取
引
約
款
法
の
規
定
が
置
か
れ
る
以
前
に
、
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、

次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
て
い
）
44
（
た
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
は
、
個
別
に
交
渉
さ
れ
た
合
意
に
つ
い
て
の
定
め
で
あ
る
。

ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
も
、
同
様
に
、
個
別
合
意
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
普
通
取
引
約
款
に
お
け
る
違
約
罰
条
項
は
、

「
典
型
的
に
、
一
方
的
に
形
成
さ
れ
て
い
る
」
と
い
え
る
こ
と
か
ら
、「
信
義
誠
実
の
原
則
に
基
づ
く
裁
判
所
の
内
容
規
制
に
服
す
る
」
と

い
う
。
そ
れ
に
従
っ
て
不
当
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
条
項
は
、
無
効
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
後
続
す
る
別
の
判
決
に
よ
り
、
判
断
基
準
が
具

体
化
さ
れ
）
45
（
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
違
約
罰
が
契
約
違
反
の
程
度
お
よ
び
契
約
違
反
が
も
た
ら
す
結
果
と
の
均
衡
を
失
す
る
場
合
」
に
、

違
約
罰
条
項
は
、
無
効
と
な
る
。
ま
た
、
一
九
九
七
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
）
46
（

決
は
、
商
人
に
よ
り
合
意
さ
れ
た
違
約
罰
条
項
が
、
か
つ

て
の
普
通
取
引
約
款
規
制
法
九
条
一
項
に
よ
る
一
般
的
な
内
容
規
制
に
服
す
る
こ
と
を
判
示
し
た
上
で
、「
約
款
使
用
者
の
契
約
相
手
方

を
不
相
当
に
不
利
益
に
取
り
扱
う
と
き
」
の
判
断
の
際
に
、
上
記
の
判
決
に
よ
り
示
さ
れ
た
基
準
を
援
用
し
て
い
る
。

　

近
時
の
判
決
と
し
て
は
、
二
〇
一
四
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
）
47
（

決
が
、「
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
の
規
定
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
〇

七
条
の
適
用
を
妨
げ
な
い
」
と
判
示
し
た
上
で
、
一
般
論
と
し
て
、
一
連
の
判
決
と
同
様
の
判
断
基
準
を
援
用
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
不

作
為
義
務
に
つ
い
て
の
違
約
罰
条
項
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
交
換
的
契
約
と
同
様
の
基
準
を
用
い
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
、

違
約
罰
の
額
が
、「
一
見
し
て
、
違
約
罰
に
よ
る
制
裁
の
付
さ
れ
た
違
反
お
よ
び
債
権
者
に
と
っ
て
将
来
の
違
反
行
為
と
結
び
つ
い
た
危
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険
と
の
均
衡
を
欠
く
」
場
合
に
、
違
約
罰
条
項
が
無
効
と
な
る
、
と
い
う
判
断
基
準
を
定
立
し
た
。

2　

学　

説

　

商
人
が
違
約
罰
の
支
払
義
務
を
負
う
こ
と
を
定
め
る
普
通
取
引
約
款
中
の
条
項
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
〇
七
条
を
適
用
す
る
可
能
性
は
、

学
説
上
争
わ
れ
て
い
な
い
。
不
相
当
に
高
い
違
約
罰
を
定
め
る
普
通
取
引
約
款
中
の
条
項
は
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
取
引
類
型
ご
と
に
不

相
当
性
の
基
準
を
示
す
の
が
一
般
的
で
あ
）
48
（
る
。

㈡　

ド
イ
ツ
民
法
典
一
三
八
条
に
基
づ
く
無
効

　

ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
に
基
づ
く
軽
減
は
、
違
約
罰
に
関
す
る
合
意
が
有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
そ
の
適
用
を

排
除
す
る
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
も
、
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
が
ド
イ
ツ
民
法
典
一
三
八
条
の
適
用
を
排
除
し
な
い
と
い

う
点
は
、
争
わ
れ
て
い
な
い
。
問
題
は
、
違
約
罰
の
額
が
過
大
で
あ
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
、
同
条
一
項
に
お
け
る
良
俗
違
反
を
基
礎
づ

け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
存
す
る
。

1　

判　

例 

　

判
例
は
、
金
額
が
過
大
で
あ
る
こ
と
の
み
に
よ
っ
て
良
俗
違
反
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
に
否
定
的
で
あ
）
49
（
る
。
む
し
ろ
、
不
相
当
な
高
さ
に
、

「
合
意
の
内
容
、
動
機
ま
た
は
目
的
に
関
す
る
特
段
の
事
情
が
加
わ
る
必
要
が
あ
る
」
と
す
る
。

2　

学　

説

　

⑴　

金
額
の
過
大
性
の
み
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
否
定
的
な
見
解
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通
説
に
よ
る
と
、
金
額
の
過
大
性
の
み
を
理
由
に
、
違
約
罰
に
関
す
る
合
意
が
良
俗
違
反
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
）
50
（
い
。
合
意
が

良
俗
違
反
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
他
の
事
情
が
加
わ
る
必
要
が
あ
る
。
通
説
を
正
当
化
す
る
根
拠
は
、
以
下
の
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
。

第
一
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
に
よ
る
軽
減
が
予
定
さ
れ
て
い
）
51
（
る
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
一
三
八
条
二
項
も
ま
た
、
不
均
衡
に

他
の
事
情
が
加
わ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
）
52
（
る
。
第
三
に
、
契
約
の
締
結
時
に
、
債
権
者
が
違
約
罰
を
通
じ
て
確
保
す
る
利
益
を
具
体
的

に
量
定
し
、
妥
当
な
違
約
罰
額
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
）
53
（

る
。
第
四
に
、
契
約
の
内
容
形
成
の
自
由
を
認
め
る
帰
結
と
し
て
、
違

約
罰
の
金
額
そ
れ
自
体
は
、
中
立
的
で
あ
）
54
（
る
。

　

も
っ
と
も
、
違
約
罰
の
過
大
性
に
加
わ
る
べ
き
特
段
の
事
情
は
、
債
権
者
が
違
約
罰
の
不
当
性
を
知
っ
て
い
た
こ
と
ま
た
は
債
権
者
側

に
「
非
難
す
べ
き
態
度
」
が
あ
る
こ
と
で
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
）
55
（
る
。
さ
ら
に
、「
非
難
す
べ
き
態
度
」
に
つ
い
て
は
、
判
例
に
よ
り
、
不

均
衡
が
重
大
で
あ
る
場
合
に
、
事
実
上
の
推
定
を
行
う
と
い
う
準
則
が
確
立
さ
れ
て
い
）
56
（

る
。

　

⑵　

金
額
の
過
大
性
の
み
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
肯
定
的
な
見
解

　

こ
れ
に
対
し
て
、
少
な
か
ら
ぬ
見
解
が
、
極
端
な
事
例
に
お
い
て
は
、
金
額
の
過
大
性
の
み
に
よ
っ
て
良
俗
違
反
を
基
礎
づ
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
す
）
57
（
る
。
通
説
を
批
判
す
る
根
拠
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
は
、
債
務
者
が
違
約

罰
の
軽
減
を
主
張
す
る
こ
と
お
よ
び
違
約
罰
が
未
払
で
あ
る
こ
と
を
要
件
と
す
る
点
で
、
適
用
範
囲
を
限
定
す
る
。
さ
ら
に
、
同
条
と
ド

イ
ツ
民
法
典
一
三
八
条
は
、
判
断
の
基
準
時
お
よ
び
効
果
の
点
で
差
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
が
あ
る
か
ら
と

い
っ
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
一
三
八
条
の
適
用
範
囲
を
限
定
し
て
は
な
ら
な
）
58
（

い
。
第
二
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
一
三
八
条
一
項
は
、
客
観
的
な

要
素
の
み
に
よ
っ
て
無
効
を
も
た
ら
す
余
地
が
あ
る
。
同
条
二
項
は
、
一
項
を
具
体
化
し
て
、
交
換
的
契
約
に
お
け
る
価
格
決
定
を
特
別

に
尊
重
す
る
に
過
ぎ
な
）
59
（
い
。

　

も
っ
と
も
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
以
上
の
見
解
が
、
単
に
過
大
な
経
済
的
負
担
を
強
い
る
こ
と
の
み
を
要
件
と
す
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
確
保
さ
れ
る
べ
き
債
務
者
の
行
為
、
履
行
を
確
保
す
る
こ
と
へ
の
債
権
者
の
利
益
お
よ
び
契
約
締
結
時
に
予
想
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さ
れ
る
べ
き
損
害
を
評
価
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
不
均
衡
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
）
60
（
る
。

㈢　

ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
く
軽
減

1　

判　

例

　

商
人
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
違
約
罰
に
つ
い
て
、
違
約
罰
の
過
大
性
を
理
由
と
し
て
軽
減
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
、
下
級
審
の
判
断
は
分
か
れ
て
い
）
61
（

た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
二
〇
〇
八
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
）
62
（

決
は
、
ま
さ
に
、
契
約
違
反
行
為

と
違
約
罰
の
著
し
い
不
均
衡
を
理
由
と
し
て
、
違
約
罰
の
軽
減
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
判
決
で
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
先
行
す
る
意
匠
訴
訟
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
和
解
契
約
に
基
づ
く
違
約
罰
の
請
求
で
あ
る
。
当
該

和
解
契
約
に
よ
る
と
、
被
告
は
、
特
定
の
子
供
用
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
パ
ッ
ド
を
許
可
さ
れ
た
在
庫
処
理
期
間
を
除
い
て
売
却
し
な
い
こ
と
を

約
し
、
契
約
に
違
反
し
て
売
却
さ
れ
た
製
品
ご
と
に
一
万
五
〇
〇
〇
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
の
違
約
罰
を
支
払
う
義
務
を
負
っ
て
い
た
。
被
告
が

契
約
に
違
反
し
て
七
〇
〇
〇
個
の
商
品
を
売
却
し
た
た
め
に
、
原
告
は
、
一
億
五
〇
〇
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
ユ
ー
ロ
に
換
算
し
て
五
三
六

八
万
ユ
ー
ロ
の
違
約
罰
を
計
上
し
、
そ
の
一
部
で
あ
る
一
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
の
支
払
を
請
求
し
た
。
な
お
、
被
告
が
商
品
の
売
却
に
よ
っ
て

得
た
純
利
益
は
、
約
五
万
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
く
違
約

罰
の
軽
減
を
認
め
て
、
二
〇
万
ユ
ー
ロ
と
い
う
上
限
を
示
し
た
上
で
、
本
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。

　

…
…
〔
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
〕
が
、
特
段
の
事
情
が
存
す
る
事
例
に
お
い
て
排
除
し
な
い
の
は
、
商
人
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
た
違
約
罰
の

下
で
も
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
よ
る
軽
減
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
…
…
五
三
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
あ
ま
り
の
違
約
罰
は
、
違
反
行
為
の
重
大

性
（Bedeutung der Zuw

iderhandlung

）
と
の
間
で
著
し
い
不
均
衡
に
あ
る
。
そ
の
不
均
衡
は
、
違
約
罰
を
貫
徹
す
る
こ
と
が
、
法
生
活
全
体
を

支
配
す
る
信
義
誠
実
の
原
則
に
対
す
る
抵
触
を
意
味
す
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
被
告
に
よ
り
効
力
が
発
生
し
た
違
約
罰
は
、
裁
判
所
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の
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
よ
る
介
入
を
正
当
化
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
限
度
ま
で
軽
減
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
さ
ら
に
進
ん
で
、

違
約
罰
を
妥
当
な
金
額
ま
で
軽
減
す
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
よ
り
考
慮
さ
れ
な
い
。
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
は
、
裁
判
所
に
よ
り

妥
当
な
程
度
ま
で
違
約
罰
を
軽
減
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
同
条
の
適
用
は
、
本
件
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
に
よ
っ
て
、
ま
さ
に

排
除
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
の
定
め
る
法
律
効
果
は
、
民
法
典
二
四
二
条
に
よ
る
信
義
誠
実
の
原
則
の
適
用
を
通
じ
て

潜
脱
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
違
約
罰
は
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
よ
り
個
別
の
事
案
に
お
け
る
す
べ
て
の
事
情
を
評
価
し
て
そ
の
金
額
を
受
け

入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
限
度
ま
で
、
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
金
額
を
定
め
る
た
め
の
根
拠
は
、
ド
イ
ツ
民
法

典
三
四
三
条
に
よ
る
と
妥
当
な
違
約
罰
の
二
倍
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
判
決
は
、
違
約
罰
が
「
違
反
行
為
の
重
大
性
と
の
間
で
著
し
い
不
均
衡
に
あ
る
」
場
合
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二

条
に
基
づ
く
軽
減
を
認
め
る
。「
違
反
行
為
の
重
大
性
」
が
示
す
内
容
に
つ
い
て
は
、
判
示
か
ら
直
ち
に
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

に
つ
い
て
、
一
般
的
な
不
作
為
義
務
違
反
で
は
な
く
、
合
意
さ
れ
た
期
間
外
に
お
け
る
不
作
為
義
務
違
反
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、

連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
と
す
る
見
解
が
あ
）
63
（
る
。
も
っ
と
も
、
後
に
批
判
的
見
解
を
分
析
す
る
際
に
述
べ
る
よ
う

に
、
二
〇
万
ユ
ー
ロ
と
い
う
上
限
額
は
、
被
告
が
得
た
純
利
益
の
四
倍
の
金
額
で
あ
る
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
。

2　

学　

説

　

⑴　

金
額
の
過
大
性
を
基
準
と
す
る
軽
減
に
肯
定
的
な
見
解

　

上
記
の
判
決
以
後
、
こ
れ
を
引
用
し
て
、
商
人
に
よ
り
引
き
受
け
ら
れ
た
違
約
罰
に
つ
い
て
、
契
約
違
反
行
為
と
違
約
罰
の
不
均
衡
を

理
由
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
見
解
は
、
圧
倒
的
多
数
を
占
め
）
64
（

る
。
も
っ
と

も
、
後
述
す
る
否
定
的
見
解
と
は
異
な
り
、
詳
細
な
理
由
づ
け
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
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⑵　

金
額
の
過
大
性
を
基
準
と
す
る
軽
減
に
否
定
的
な
見
解

　

契
約
違
反
の
程
度
が
軽
微
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
い
て
違
約
罰
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と

す
る
見
解
は
、
上
記
の
判
決
以
前
か
ら
説
か
れ
て
き
）
65
（
た
。
同
判
決
に
つ
い
て
詳
細
な
批
判
的
検
討
を
行
い
、
多
く
の
文
献
に
引
用
さ
れ
て

い
る
の
は
、
リ
ー
プ
レ
の
見
解
で
あ
）
66
（
る
。
リ
ー
プ
レ
は
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
が
、
民
法
典
二
四
二
条
の
適
用
を
排
除
し
な
い
こ
と

を
前
提
に
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
相
当
性
の
観
点
か
ら
違
約
罰
を
軽
減
す
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
適
用
と
い
う
実
質
を

備
え
、
裁
判
官
は
法
律
（
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
）
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
原
則
に
抵
触
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
許
容
さ
れ
る
金
額
を
、

ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
に
よ
り
妥
当
な
違
約
罰
の
二
倍
の
金
額
と
す
る
点
で
、
い
っ
そ
う
明
白
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
が
、

商
人
を
過
剰
に
厳
格
に
取
り
扱
う
も
の
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
を
経
て
、
代
替
的
に
、
相
当
性
に
基
づ
く
規

制
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。
裁
判
所
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
が
基
本
法
に
反
す
る
と
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所

に
同
条
を
移
送
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
結
局
、
上
記
の
判
決
に
お
け
る
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
の
適
用
は
、
契
約
を
相
当
性
に
基
づ

き
包
括
的
に
規
制
す
る
こ
と
を
許
し
、
裁
判
官
に
契
約
改
訂
権
限
を
与
え
る
に
至
る
。
そ
の
結
果
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
に
お
い
て

違
約
罰
に
限
定
さ
れ
て
い
た
相
当
性
に
基
づ
く
規
制
が
、
信
義
誠
実
の
原
則
を
介
し
て
、
契
約
全
体
に
拡
張
す
る
お
そ
れ
が
あ
）
67
（
る
。

　

カ
サ
ピ
ス
も
ま
た
、
上
記
の
判
決
を
批
判
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
す
な
わ
ち
、
同
判
決
が
、
一
方
で
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条

の
潜
脱
は
許
さ
れ
な
い
と
判
示
し
、
他
方
で
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
を
軽
減
す
る
金
額
の
基
準
に
用
い
る
の
は
矛
盾
で
あ
）
68
（
る
。
さ
ら

に
、
同
判
決
に
お
い
て
妥
当
と
さ
れ
た
金
額
は
違
約
罰
債
務
者
の
利
得
の
四
倍
で
あ
る
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
規
制
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典

の
立
法
者
に
よ
り
あ
え
て
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
、
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
上
の
違
約
罰
の
規
律
を
想
起
さ
せ
る
と
い
）
69
（

う
。

　

判
例
の
批
判
を
超
え
た
一
般
論
と
し
て
も
、
カ
サ
ピ
ス
は
、
商
人
間
で
の
違
約
罰
に
つ
い
て
、
金
額
の
過
大
性
の
み
を
理
由
に
、
信
義

誠
実
の
原
則
に
基
づ
き
軽
減
を
行
う
こ
と
を
批
判
す
る
。
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
は
、
合
意
に
よ
り
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、

違
約
罰
を
合
意
す
る
際
に
、
金
額
を
事
後
的
に
決
定
す
る
権
限
を
債
権
者
ま
た
は
第
三
者
に
付
与
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
の
場
合
に
、
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債
権
者
ま
た
は
第
三
者
に
よ
る
金
額
の
決
定
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
一
五
条
ま
た
は
三
一
九
条
に
従
っ
て
、
裁
判
官
の
裁
量
に
基
づ
く
規

制
に
服
す
る
。
商
人
で
あ
る
違
約
罰
債
務
者
は
、
以
上
の
よ
う
な
手
段
を
講
じ
ず
に
違
約
罰
を
合
意
し
た
以
上
、
自
ら
形
成
し
た
合
意
に

責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
）
70
（
う
。

　

⑶　

検　

討

　

リ
ー
プ
レ
の
見
解
は
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の
上
記
の
判
決
の
理
解
と
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
と
し
て
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

ら
れ
る
。
①
同
判
決
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
き
、
違
約
罰
に
射
程
を
限
定
し
て
、
不
相
当
な
額
の
違
約
罰
は
軽
減
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規
範
を
定
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
範
の
定
立
は
、
ド
イ
ツ

民
法
典
三
四
三
条
に
基
づ
く
規
律
を
再
現
す
る
こ
と
に
な
る
点
で
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
の
潜
脱
を
意
味
す
る
。
②
同
判
決
は
、
ド

イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
き
、
違
約
罰
に
射
程
を
限
定
せ
ず
に
、
契
約
内
容
の
相
当
性
は
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
規

範
を
定
立
し
、
こ
れ
を
違
約
罰
に
関
す
る
合
意
に
適
用
す
る
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
範
の
定

立
は
、
契
約
内
容
を
相
当
性
に
基
づ
き
修
正
す
る
こ
と
を
一
般
的
に
許
容
す
る
点
で
、
不
当
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
う
ち
、
②
の
批
判
に
は
、「
相
当
性
に
基
づ
く
契
約
の
一
般
的
規
制
は
存
在
し
な
い
と
い
う
、
契
約
法
の
中
核
的
原
理
が
侵

害
さ
れ
）
71
（

る
」
と
い
う
指
摘
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
相
当
性
に
基
づ
い
て
契
約
を
改
訂
す
る
権
限
を
裁
判
官
に
付
与
す
る
一
般
的

な
法
理
は
存
在
し
な
い
と
い
う
前
提
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
前
提
は
、
二
㈡
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
リ
ー
プ
レ
が
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三

条
の
例
外
的
性
格
を
強
調
す
る
立
場
を
採
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
は
、
裁
判
官
に
よ
る
本
質
的
に
無

条
件
の
介
入
を
認
め
、
そ
れ
ゆ
え
に
、「
違
約
罰
債
務
者
は
、
自
身
が
過
大
で
あ
る
と
解
す
る
全
て
の
違
約
罰
を
非
難
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
い
）
72
（
う
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ー
プ
レ
に
よ
る
と
、
同
条
は
、
そ
の
例
外
的
性
格
ゆ
え
に
、
限
定
的
に
適
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
73
（
い
。

　

も
っ
と
も
、
同
判
決
の
意
味
に
お
け
る
「
相
当
性
に
基
づ
く
契
約
の
一
般
的
規
制
」
の
射
程
は
、
あ
ら
ゆ
る
契
約
に
及
ぶ
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
給
付
と
反
対
給
付
の
均
衡
や
、
給
付
に
伴
う
債
務
者
の
過
大
な
負
担
は
、
金
銭
を
内
容
と
す
る
違
約
罰
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に
お
い
て
は
、
問
題
に
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
違
約
罰
に
お
い
て
問
題
と
な
る
「
均
衡
」
は
、
契
約
違
反
行
為
と
そ
の
制
裁
の
均
衡
で

あ
り
、
上
記
の
規
制
の
射
程
も
、
そ
の
よ
う
な
均
衡
に
関
連
す
る
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
注
意
を
要
す
る
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
リ
ー
プ
レ
の
前
提
は
、
必
ず
し
も
判
例
お
よ
び
学
説
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
）
74
（
る
。

　

例
え
ば
、
違
約
罰
の
過
大
性
の
み
を
理
由
と
し
た
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
く
軽
減
に
批
判
的
な
カ
サ
ピ
ス
も
、
ド
イ
ツ
民
法

典
三
四
三
条
の
例
外
性
を
否
定
す
る
立
場
を
反
映
し
て
、
リ
ー
プ
レ
と
は
異
な
る
理
由
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。
カ
サ
ピ
ス
は
、
ド
イ
ツ
民

法
典
三
四
三
条
を
、
侵
害
さ
れ
た
契
約
自
由
の
回
復
と
い
う
観
点
か
ら
正
当
化
し
、
同
条
は
民
法
体
系
に
適
合
的
で
あ
る
と
評
価
す
る
。

つ
ま
り
、
違
約
罰
に
限
ら
ず
、
一
般
論
と
し
て
、
契
約
自
由
が
典
型
的
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
局
面
に
お
い
て
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
基
づ

く
契
約
の
改
訂
が
許
容
さ
れ
る
と
い
う
前
提
を
有
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
こ
と
を
反
映
し
て
、
カ
サ
ピ
ス
は
、
商
人
で
あ
る
違

約
罰
債
務
者
が
、
あ
え
て
軽
減
の
不
可
能
な
形
式
に
お
い
て
違
約
罰
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
指
摘
し
、
自
ら
の
形
成
し
た
合
意
に
対
す
る

責
任
を
強
調
す
）
75
（

る
。

　

以
上
の
点
に
つ
い
て
、
判
例
の
前
提
に
あ
る
考
え
方
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
違
約
罰
に
関
す
る
判
例
の
検
討
の
み
に
よ
っ
て
は
不
可
能

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
リ
ー
プ
レ
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
記
の
判
決
が
妥
当
で
あ
る
と
い
う
た
め
に
は
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八

条
の
正
当
性
を
消
極
的
に
評
価
し
て
、
同
条
を
制
限
的
に
解
釈
す
る
か
、
契
約
違
反
行
為
と
そ
の
制
裁
と
の
均
衡
を
維
持
す
る
一
般
法
理

を
措
定
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

㈣　

小　

括

　

商
人
間
で
合
意
さ
れ
た
過
大
な
違
約
罰
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、

普
通
取
引
約
款
中
の
違
約
罰
条
項
に
つ
い
て
、
商
人
と
い
う
属
性
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
〇
九
条
六
号
の
適
用
が
排
除
さ
れ
る
と
い
う
点
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で
、
考
慮
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
商
人
も
ま
た
、
一
般
的
な
内
容
規
制
（
ド
イ
ツ
民
法
典
三
〇
七
条
一
項
）
に
よ
る
保
護
を
要
す
る
と
解
さ

れ
て
い
る
。
次
に
、
個
別
に
交
渉
さ
れ
た
違
約
罰
の
合
意
で
あ
っ
て
も
、
良
俗
に
反
す
る
と
し
て
無
効
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
、

違
約
罰
の
過
大
性
の
み
に
よ
っ
て
良
俗
違
反
を
基
礎
づ
け
る
可
能
性
に
つ
い
て
、
争
い
が
あ
る
。
最
後
に
、
有
効
な
合
意
に
基
づ
く
違
約

罰
請
求
権
の
行
使
で
あ
っ
て
も
、
信
義
則
に
反
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
違
約
罰
の
過
大
性
を
理
由
に
軽
減
を
行
う
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
と
矛
盾
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
は
、
契
約
違
反
行
為
と
そ
の
制
裁
の
均
衡
を
維
持
す
る

一
般
法
理
を
措
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
示
唆
を
得
た
。

五　

実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
に
対
す
る
法
的
評
価

　

以
下
で
は
、
将
来
の
債
務
不
履
行
の
発
生
な
ら
び
に
そ
れ
に
よ
る
損
害
の
発
生
お
よ
び
額
に
つ
い
て
判
断
す
る
当
事
者
の
能
力
と
い
う

観
点
か
ら
、
こ
れ
を
典
型
的
に
否
定
す
べ
き
場
合
（「
当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
を
典
型
的
に
否
定
す
る
場
合
」
と
す
る
）
と
、
肯
定
す
べ

き
場
合
（「
当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
を
典
型
的
に
肯
定
す
る
場
合
」
と
す
る
）
に
分
け
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
お
け
る
実
損
害
額
と

予
定
額
の
不
均
衡
に
対
す
る
法
的
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

㈠　

当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
を
典
型
的
に
否
定
す
る
場
合

1　

消
費
者
契
約
ま
た
は
約
款
に
お
け
る
損
害
賠
償
額
の
予
定
条
項

　

ド
イ
ツ
商
法
に
お
い
て
、
個
別
に
交
渉
さ
れ
た
違
約
罰
の
合
意
と
、
普
通
取
引
約
款
に
お
け
る
違
約
罰
条
項
は
、
異
な
る
規
律
に
服
し

て
い
た
。
ド
イ
ツ
の
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
が
個
別
に
交
渉
さ
れ
た
合
意
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
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日
本
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
紛
争
回
避
機
能
を
認
め
る
際
に
は
、
将
来
の
不
確
実
な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
判

断
す
る
こ
と
が
で
き
る
当
事
者
を
想
定
す
る
の
が
首
尾
一
貫
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
想
定
は
、
消
費
者
に
は
妥
当
し
な
い
の
で
は

な
い
か
。
ま
た
、
約
款
使
用
者
の
相
手
方
に
つ
い
て
も
、
将
来
の
不
確
実
な
リ
ス
ク
に
関
す
る
自
ら
の
判
断
を
損
害
賠
償
額
の
予
定
条
項

の
内
容
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
見
解
は
、
消
費
者
契
約
法
や
約
款
法
に
お
い
て
、
損
害
賠

償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
つ
い
て
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
を
基
準
に
内
容
規
制
を
行
う
こ
と
を
正
当
化
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
解
釈
論
に
影
響
を
及
ぼ
す
余
地
が
あ
る
。

　

例
え
ば
、
解
除
に
伴
う
損
害
賠
償
額
を
予
定
す
る
条
項
の
付
さ
れ
た
消
費
者
契
約
に
つ
い
て
、
同
種
の
消
費
者
契
約
の
解
除
に
伴
い
生

じ
る
平
均
的
な
損
害
が
、
当
該
事
案
に
お
い
て
生
じ
な
か
っ
た
場
合
に
、
消
費
者
は
、
実
損
害
が
生
じ
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
予
定

賠
償
額
の
支
払
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
か
。
消
費
者
契
約
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
紛
争
回
避
機
能
を
認
め
る

こ
と
の
正
当
性
が
典
型
的
に
否
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
消
費
者
が
実
損
害
額
を
立
証
し
て
予
定
賠
償
額
の
支
払
を
拒
む
こ
と
は
、
合
意
の

解
釈
と
し
て
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
下
で
、
消
費
者
契
約
法
九
条
一
号
は
、
実
損
害
額
を
立
証
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
平
均
的
損
害
を
立
証
す
る
こ
と
で
、
合
意
の
効
力
を
一
部
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
、
消
費

者
側
の
損
害
額
の
立
証
負
担
を
緩
和
す
る
規
定
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
）
76
（

る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
る
と
、
上
記
の
事
例
に
お
い
て
、
消

費
者
は
、
予
定
賠
償
額
の
支
払
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。

2　

特
別
法
の
適
用
が
な
い
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意

　

前
述
の
二
㈠
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
が
ど
の
よ
う
に
正
当
化
さ
れ
る
か
と
い
う
点
に
関
す
る
学
説
に
言
及
し
た
。
学
説

に
お
い
て
、
個
別
に
交
渉
さ
れ
た
違
約
罰
の
合
意
で
あ
っ
て
も
、
典
型
的
な
違
約
罰
債
務
者
の
意
思
決
定
は
、
不
完
全
で
あ
る
と
想
定
さ

れ
て
い
た
。
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こ
の
よ
う
な
想
定
が
、
日
本
に
お
い
て
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
つ
い
て
合
意
す
る
当
事
者
に
も
妥
当
す
る
な
ら
ば
、
消
費
者
契
約
や
約

款
と
い
う
限
定
が
な
く
と
も
、
客
観
的
な
不
均
衡
の
み
を
理
由
と
し
た
内
容
規
制
を
正
当
化
す
る
余
地
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
ド
イ
ツ
商
法

典
三
四
八
条
に
お
け
る
商
人
に
対
す
る
評
価
と
、
現
行
民
法
四
二
〇
条
一
項
後
段
に
お
け
る
当
事
者
に
対
す
る
評
価
の
類
似
性
が
問
題
に

な
る
。
し
か
し
、
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
に
よ
り
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
適
用
を
排
除
す
る
際
の
立
法
者
の
価
値
判
断
と
、
現
行

民
法
四
二
〇
条
一
項
後
段
で
「
裁
判
所
は
、
そ
の
額
を
増
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
定
め
る
際
の
立
法
者
の
価
値
判
断
を
同
一
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
も
そ
も
、
商
法
と
民
法
と
い
う
差
異
を
無
視
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
商
人
間
で
の
違
約
罰
の
合

意
に
つ
い
て
、
不
相
当
な
高
さ
を
理
由
と
し
た
軽
減
の
可
能
性
を
否
定
す
る
際
に
、
カ
サ
ピ
ス
は
、
裁
判
官
の
裁
量
に
基
づ
く
規
制
を
可

能
と
す
る
合
意
の
形
式
の
存
在
を
根
拠
に
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
裁
判
官
の
権
限
は
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
な
ら
び
に
三
一
五
条

お
よ
び
三
一
九
条
に
お
い
て
、
明
確
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
前
提
が
欠
け
て
い
る
。
損
害
賠
償
額
の
予

定
に
つ
い
て
合
意
す
る
契
約
当
事
者
の
目
的
は
、
損
害
算
定
規
範
を
排
除
す
る
こ
と
で
は
あ
っ
て
も
、
明
確
に
定
め
ら
れ
た
債
務
者
保
護

規
定
の
適
用
を
排
除
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
つ
い
て
合
意
す
る
当
事
者
に
問
う
こ
と
が
で
き
る
自

己
責
任
の
程
度
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
違
約
罰
に
つ
い
て
合
意
す
る
商
人
よ
り
も
低
い
と
い
え
る
。
以
上
に
よ
る
と
、
損
害
賠
償
額
の
予

定
に
つ
い
て
合
意
す
る
当
事
者
の
下
で
典
型
的
に
生
じ
る
意
思
決
定
の
不
完
全
さ
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
契
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
阻
害
を
想
定

し
て
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
の
み
を
基
準
に
契
約
内
容
の
適
正
化
を
行
う
可
能
性
も
、
考
慮
に
値
す
る
。

　

し
か
し
、
現
行
民
法
四
二
〇
条
一
項
後
段
は
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
つ
い
て
合
意
す
る
当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
が
典
型
的
に

否
定
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
契
約
の
拘
束
力
や
損
害
賠
償
額
の
予
定
制
度
の
実
益
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
と

し
て
、
金
額
の
不
当
性
の
み
を
理
由
に
合
意
の
効
力
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
解
釈
も

可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
契
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
阻
害
が
典
型
的
に
生
じ
る
と
の
想
定
に
基
づ
い
て
、
実
損
害
額
と
予

定
額
の
不
均
衡
の
み
を
基
準
に
契
約
内
容
の
適
正
化
を
行
う
こ
と
は
、
同
項
後
段
の
趣
旨
に
馴
染
ま
な
い
。
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以
上
の
よ
う
な
対
立
を
踏
ま
る
と
、
契
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
阻
害
が
典
型
的
に
生
じ
る
こ
と
を
、
合
意
の
効
力
で
は
な
く
、
解
釈
の
次
元

で
考
慮
す
る
可
能
性
を
検
討
す
る
こ
と
が
有
用
で
は
な
い
か
。
そ
の
方
法
と
し
て
、
予
定
額
を
定
め
る
だ
け
で
は
、
損
害
額
に
関
す
る
紛

争
を
排
除
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
不
明
確
で
あ
る
と
解
し
て
、
こ
の
点
に
つ
い
て
解
釈
に
よ
っ
て
確
定
で
き
な
い
場
合
に
は
、
損
害
額
に

関
す
る
紛
争
を
排
除
し
な
い
も
の
と
推
定
す
る
方
）
77
（
法
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
あ
え
て
原
則
的
な
形
態
か
ら
逸
脱
し
て
紛
争
回
避

機
能
を
伴
う
合
意
を
形
成
し
た
場
合
に
、
契
約
内
容
の
適
正
化
の
問
題
が
生
じ
な
い
と
解
す
る
こ
と
は
、
合
意
の
紛
争
回
避
機
能
を
損
な

わ
な
い
と
い
う
意
義
を
有
す
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
合
意
の
効
力
を
否
定
し
、
ま
た
は
、
合
意
内
容
を
修
正
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

は
、
㈡
で
検
討
す
る
。㈡　

当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
を
典
型
的
に
肯
定
す
る
場
合

1　

契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
的
な
当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
を
否
定
す
る
と
き

　

ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
八
条
の
背
景
に
は
、
典
型
的
な
商
人
が
契
約
を
締
結
す
る
際
に
違
約
罰
の
額
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
、

自
ら
の
判
断
に
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
評
価
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
違
約
罰
に
関
す
る
合
意
が
ド
イ
ツ
民
法
典
一
三

八
条
一
項
に
基
づ
き
良
俗
に
反
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
よ
う
な
評
価
の
前
提
を
欠
く
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
違
約
罰
の
過
大
性
の
み
に

よ
っ
て
良
俗
違
反
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
の
可
否
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
を
典
型
的
に
肯
定
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
事
案
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
評

価
の
貫
徹
を
否
定
す
べ
き
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
法
律
行
為
法
の
一
般
規
定
に
よ
り
、
合
意
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
日

本
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
つ
い
て
、
こ
の
問
題
は
、
暴
利
行
為
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
の
み
を
基
準
と
し
て
合
意
の
効
力
を
否
定
す
る
と
い
う
点
で
、
従
来
の
暴
利
行
為
論
と
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は
異
な
る
判
断
方
法
が
採
ら
れ
て
き
た
。

　

商
法
上
の
違
約
罰
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
議
論
状
況
と
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
日
本
の
有
力
説
と
の
間
に
は
、
以
下
の
よ
う
な

差
異
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
軽
減
、
一
部
無
効
ま
た
は
全
部
無
効
に
つ
い
て
判
断
す
る
際
に
、
前
者
は
「
契
約
違
反
行
為
と
違
約
罰

の
不
均
衡
」
を
基
準
に
す
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
、「
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
」
を
基
準
に
す
る
。「
実
損
害
額
」
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
損
害
賠
償
法
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
損
害
額
と
解
す
る

な
ら
ば
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
法
律
上
算
定
さ
れ
る
べ
き
損
害
額
と
予
定
額
の
乖
離
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
特
徴
に
鑑
み
る
と
、
過
大
な
賠
償
額
を
予
定
す
る
合
意
の
内
容
規
制
を
分
析
す
る
上
で
重
要
に
な
る
の
は
、
任
意
法
規
、

特
に
損
害
賠
償
法
に
お
け
る
損
害
算
定
規
範
か
ら
の
著
し
い
逸
脱
を
、
特
別
法
に
お
け
る
不
当
条
項
規
制
で
は
な
く
、
民
法
九
〇
条
に
基

づ
く
有
効
性
の
判
断
の
際
に
ど
の
よ
う
に
評
価
す
べ
き
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
）
78
（

る
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
見
解
の
対
立
に
対
応
し
て
、

一
方
で
、
①
損
害
算
定
規
範
か
ら
の
著
し
い
逸
脱
が
公
序
良
俗
違
反
を
裏
付
け
る
と
い
う
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
②
損
害
算
定

規
範
か
ら
の
逸
脱
に
加
え
て
、
主
観
的
要
素
を
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
解
釈
が
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
場
合
に
も
、

損
害
算
定
規
範
か
ら
の
著
し
い
逸
脱
を
理
由
に
、
主
観
的
要
件
の
充
足
を
推
定
す
る
余
地
が
あ
る
。
②
の
解
釈
は
、
主
観
的
要
件
の
充
足

を
推
定
す
る
に
せ
よ
、
こ
れ
を
覆
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
有
力
説
の
修
正
を
伴
）
79
（

う
。

　

さ
ら
に
、
い
ず
れ
の
解
釈
を
採
る
に
せ
よ
、
具
体
的
な
事
案
に
お
け
る
当
事
者
の
決
定
の
合
理
性
を
否
定
す
る
以
上
、
合
理
的
な
範
囲

で
効
果
を
維
持
す
る
の
で
は
な
く
、
全
部
無
効
と
す
る
こ
と
が
首
尾
一
貫
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
上
の
よ
う
な
理
論
構
成
は
、
合
意
を

全
部
無
効
と
し
た
上
で
、
任
意
法
規
に
よ
り
補
充
す
る
と
い
う
処
）
80
（

理
に
親
和
的
で
あ
る
。

2　

契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
的
な
当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
を
肯
定
す
る
と
き

　

契
約
締
結
時
に
お
け
る
具
体
的
な
当
事
者
の
合
理
的
な
判
断
能
力
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
、
契
約
締
結
後
の
事
情
を
顧
慮
し
て
、
損
害
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賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
を
修
正
す
る
こ
と
は
で
き
る
）
81
（
か
。
こ
の
場
合
に
は
、
損
害
額
を
確
定
す
る
と
い
う
当
事
者
の
決
定
を
尊
重

し
、
合
意
に
紛
争
回
避
機
能
を
認
め
る
こ
と
が
出
発
点
と
な
る
。
そ
れ
で
も
な
お
、
契
約
締
結
後
の
事
情
に
鑑
み
て
、
予
定
額
に
お
け
る

損
害
賠
償
請
求
が
信
義
則
に
反
す
る
と
評
価
す
る
余
地
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
、
こ
の
問
題
を
事
情
変
更
の
原
則
の
下
で
検
討
す
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
の
判
例
に
お
い
て
は
、
商
人
間
で
合
意
さ
れ
た
違
約
罰
に
つ
い
て
、
事
情
の
変
動
で
は
な
く
、
契

約
違
反
行
為
の
重
大
性
を
考
慮
す
る
こ
と
で
、
信
義
誠
実
の
原
則
に
基
づ
く
軽
減
が
行
わ
れ
た
。
判
例
に
対
す
る
批
判
的
見
解
を
も
踏
ま

え
る
と
、
契
約
違
反
行
為
と
そ
の
制
裁
の
均
衡
を
維
持
す
る
一
般
法
理
を
措
定
す
る
可
能
性
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ド
イ
ツ
法
の
検
討
か
ら
想
起
さ
れ
る
の
は
、
日
本
に
お
い
て
も
、
同
様
の
一
般
法
理
を
措
定
す
る
こ
と
で
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不

均
衡
の
み
を
要
件
と
す
る
規
制
を
正
当
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
場
合
の
「
実
損
害
額
」
は
、
法
律
上
算
定
さ
れ
る
べ

き
損
害
額
で
は
な
く
、
契
約
違
反
行
為
の
重
大
性
を
評
価
す
る
た
め
の
、
契
約
締
結
後
に
生
じ
た
事
情
と
し
て
の
損
害
額
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。
注
意
を
要
す
る
の
は
、
以
下
の
二
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
ド
イ
ツ
の
有
力
説
に
よ
る
と
、
契
約
締
結
後
の
事
情
を
顧
慮
す
る
違
約
罰
の
規
制
は
、
内
容
規
制
で
は
な
く
権
利
行
使
規
制

の
性
格
を
有
す
る
。
日
本
に
お
い
て
、
内
容
規
制
と
権
利
行
使
規
制
の
峻
別
は
、
必
ず
し
も
自
明
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
峻
別
の
当
否

を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
限
ら
な
い
一
般
的
な
検
討
を
要
す
る
。

　

第
二
に
、
ド
イ
ツ
の
違
約
罰
は
、
法
律
に
よ
り
損
害
の
最
低
額
と
み
な
さ
れ
る
に
過
ぎ
ず
、
損
害
賠
償
か
ら
概
念
的
に
切
り
離
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
損
害
賠
償
額
の
予
定
は
、
損
害
賠
償
の
金
額
を
定
め
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
損
害
の
塡
補
が
損
害
賠

償
法
の
主
た
る
目
的
で
あ
る
と
解
す
る
な
ら
ば
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
の
修
正
を
認
め
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
ド
イ
ツ
に

お
け
る
違
約
罰
の
軽
減
と
は
異
な
り
、
契
約
締
結
後
の
事
情
と
し
て
債
務
者
に
よ
る
不
履
行
の
態
様
を
顧
慮
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考

え
ら
れ
）
82
（

る
。
し
た
が
っ
て
、
内
容
規
制
ま
た
は
事
情
変
更
の
原
則
を
は
じ
め
と
す
る
一
般
法
理
か
ら
独
立
し
た
形
で
、
予
定
賠
償
額
の
請

求
が
信
義
則
に
反
す
る
場
合
の
規
律
を
検
討
す
る
意
義
は
、
相
対
的
に
少
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
、
契
約
当
事
者
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は
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
を
合
意
す
る
こ
と
で
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
損
害
賠
償
法
の
規
律
に
変
更
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

例
え
ば
、
合
意
を
通
じ
て
、
損
害
賠
償
の
目
的
を
損
害
の
塡
補
か
ら
債
務
不
履
行
の
抑
止
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
考
え
る
余
地

も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
当
事
者
の
決
定
の
有
効
性
を
認
め
る
場
合
に
、
こ
の
こ
と
は
、
予
定
額
が
著
し
く
過
大
で
あ
る
と
い
う
た
め
の
金

額
に
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
が
い
か
な
る
態
様
で
不
履
行
に
至
っ
た
か
と
い
う
点
を
考
慮
す
る
こ
と
を
も
要
請
す
る
可
能

性
が
あ
る
。
以
上
の
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
類
似
の
合
意
類
型
、
特
に
違
約
金
と
の
関
係
を
整
序
し
、
当
該
合
意
が
損
害
賠

償
額
の
予
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
と
性
質
決
定
す
る
た
め
の
基
準
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

六　

残
さ
れ
た
課
題

　

本
稿
は
、
将
来
に
お
け
る
債
務
不
履
行
な
ら
び
に
損
害
の
発
生
お
よ
び
額
に
関
す
る
契
約
当
事
者
の
判
断
能
力
を
ど
の
よ
う
に
想
定
す

る
か
に
応
じ
て
、
実
損
害
額
と
予
定
額
の
不
均
衡
に
対
す
る
法
的
な
評
価
の
在
り
方
が
変
化
す
る
可
能
性
を
示
し
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の

よ
う
な
整
理
を
行
う
前
提
に
は
、
契
約
の
拘
束
力
の
根
拠
を
個
人
の
自
律
的
決
定
に
求
め
る
と
い
う
契
約
観
が
存
在
す
る
。
特
に
、「
不

均
衡
」
の
法
的
評
価
と
い
う
文
脈
で
は
、
上
記
の
契
約
観
を
否
定
す
る
場
合
に
、
莫
大
損
害
の
制
度
を
導
入
す
る
可
能
性
が
あ
）
83
（
る
。
契
約

の
拘
束
力
お
よ
び
莫
大
損
害
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
の
違
約
罰
法
の
み
を
検
討
の
素
材
と
す
る
本
稿
に
と
っ
て
不
可
能
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
と
い
う
文
脈
に
お
い
て
、
問
題
は
、
莫
大
損
害
の
制
度
を
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
に
留
ま
ら
な
い

こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
莫
大
損
害
お
よ
び
暴
利
行
為
に
関
す
る
近
時
の
研
究
は
、
利
息
の
問
題
と
給
付
の
均
衡
の
問
題
と
が
全
く
別
の
領

域
に
属
す
る
可
能
性
を
示
）
84
（
す
。
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
に
つ
い
て
も
、
給
付
と
反
対
給
付
の
均
衡
が
問
題
に
な
ら
な
い
可
能

性
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。

　

二
〇
一
七
年
改
正
に
よ
り
、
現
行
民
法
四
二
〇
条
一
項
の
「
裁
判
所
は
、
そ
の
額
を
増
減
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
文
言
が
削
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除
さ
れ
た
。
改
正
民
法
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
の
性
質
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
紛
争
回
避
機
能
を
認

め
る
性
質
論
は
維
持
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
は
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
の
前
提
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
1
）  
大
判
昭
和
一
九
年
三
月
一
四
日
民
集
二
三
巻
一
四
七
頁
。

（
2
）  

能
見
善
久
「
違
約
金
・
損
害
賠
償
額
の
予
定
と
そ
の
規
制
（
一
）
〜
（
五
・
完
）」
法
学
協
会
雑
誌
一
〇
二
巻
（
一
九
八
五
年
）
二
号
二
四
九

頁
、
五
号
八
三
三
頁
、
七
号
一
二
二
五
頁
、
一
〇
号
一
七
八
一
頁
、
一
〇
三
巻
（
一
九
八
六
年
）
六
号
九
九
七
頁
。

（
3
）  

能
見
・
前
掲
注
（
2
）
一
〇
三
巻
六
号
一
一
〇
六
〜
一
一
〇
八
頁
。

（
4
）  

暴
利
行
為
に
つ
い
て
、
特
に
給
付
と
反
対
給
付
の
不
均
衡
を
念
頭
に
置
い
て
、
ド
イ
ツ
法
を
参
考
に
主
観
的
要
件
の
要
否
に
つ
い
て
検
討
す
る

の
は
、
堀
川
信
一
「
暴
利
行
為
論
に
お
け
る
利
得
者
側
の
主
観
的
要
件
に
つ
い
て
」
大
東
法
学
二
〇
巻
一
号
（
二
〇
〇
九
年
）
三
〇
七
頁
。

（
5
）  

大
村
敦
志
『
公
序
良
俗
と
契
約
正
義
』（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）
三
六
五
・
三
六
六
頁
（
初
出
一
九
八
七
年
）。

（
6
）  

我
妻
栄
『
新
訂 

債
権
総
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
一
三
二
頁
、
中
田
裕
康
『
債
権
総
論
（
第
三
版
）』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
三
年
）

一
八
六
頁
、
潮
見
佳
男
『
新
債
権
総
論
Ⅰ
』（
信
山
社
、
二
〇
一
七
年
）
五
四
〇
頁
等
参
照
。

（
7
）  

山
本
豊
「
契
約
の
内
容
規
制
」
山
本
敬
三
ほ
か
編
『
債
権
法
改
正
の
課
題
と
方
向

―
民
法
一
〇
〇
周
年
を
契
機
と
し
て
〔
別
冊
Ｎ
Ｂ
Ｌ
五
一

号
〕』（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
九
八
年
）
六
八
頁
注
（
24
）。

（
8
）  

山
本
豊
・
前
掲
注
（
7
）
七
二
頁
、 

七
九
頁
・
八
〇
頁
。

（
9
）  

二
㈠
で
概
観
す
る
よ
う
に
、
違
約
罰
の
合
意
に
関
す
る
一
般
論
と
し
て
、
ド
イ
ツ
の
学
説
は
、
契
約
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
正
当
性
担
保
が
十
分

に
機
能
し
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
10
）  

詳
細
は
、
河
野
航
平
「
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
の
効
果
論
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
九
号
（
二
〇
一
八
年
）
五
四
三
〜
五
四
六
頁
。

ま
た
、
違
約
罰
と
は
異
な
る
「
予
定
さ
れ
た
包
括
的
損
害
賠
償
」
に
つ
い
て
、
五
四
六
〜
五
五
三
頁
。
も
っ
と
も
、
包
括
的
損
害
賠
償
に
つ
い
て

は
、
ド
イ
ツ
商
法
典
に
規
定
が
な
い
た
め
、
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。

（
11
）  

同
条
は
、「
債
務
者
は
、
取
引
慣
行
を
顧
慮
し
て
信
義
及
び
誠
実
が
要
請
す
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
給
付
を
行
う
義
務
を
負
う
」
と
定
め
る
。

（
12
）  

沿
革
に
つ
い
て
は
、
能
見
・
前
掲
注
（
2
）
一
〇
三
巻
六
号
一
〇
一
八
〜
一
〇
三
八
頁
。

（
13
）  Soergel/W

alter F. Lindacher, BG
B, 13. Aufl., 2010, 

§343, Rn. 1. 

さ
ら
に
、Staudinger/Volker Rieble, BG

B, 2015, Vorbem
. 

§§
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339ff., Rn. 90; M
üKoBG

B/ Peter G
ottwald, 8. Aufl., 2019, 

§343, Rn. 1

も
同
旨
。

（
14
）  Eduard Bötticher, W

esen und Arten der Vertragsstrafe sow
ie deren Kontrolle, ZfA 1970, S. 3; Staudinger/Rieble, 

§343, Rn. 4.
（
15
）  

例
え
ば
、
債
務
者
の
帰
責
性
の
程
度
が
顧
慮
さ
れ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
に
基
づ
い
て
顧
慮
さ
れ
る
事
情
に
つ
い

て
は
、Joachim

 G
ernhuber, D

as Schuldverhältnis, 1989, S. 757f.; Erm
an/Stefan Schaub, BG

B, 15. Aufl., 2017, 

§343, Rn. 3;  
Palandt/Christian G

rüneberg, BG
B, 77. Aufl., 2018, 

§343, Rn. 6

。

（
16
）  Soergel/Lindacher, 

§343, Rn. 5.

（
17
）  Christos Chasapis, D

ie H
erabsetzung der unverhältnism

äßig hohen Vertrags-strafe, 2014, S. 111 -113, 479 -481.

（
18
）  Staudinger/Rieble, 

§343, Rn. 14.

（
19
）  W

erner Schubert/Burkhard Schm
iedel/Christoph Kram

pe, Q
uellen zum

 H
andelsgesetzbuch von 1897, Bd. II, 1987, S. 1112.

（
20
）  

プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
お
け
る
違
約
罰
の
規
律
に
つ
い
て
は
、
既
に
能
見
・
前
掲
注
（
2
）
一
〇
三
巻
六
号
九
九
九
〜
一
〇
〇
五
頁
が

詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。

（
21
）  Entw

urf eines H
andelsgesetzbuchs für die Preußischen Staaten: N

ebst M
otiven, Zw

eiter Theil: M
otive, S. 107.

（
22
）  W

ener Schubert, Protokolle der Com
m
ission zur Berathung eines A

llgem
einen D

eutschen H
andelsgesetz-Buches, 1984,  

S. 1310f.

（
23
）  

一
項
に
つ
い
て
、
他
に
議
論
さ
れ
た
の
は
、
暴
利
法
の
潜
脱
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
明
文
の
規
定
を
置
く
べ
き
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
特
段
の
定
め
は
置
か
れ
な
か
っ
た
。

（
24
）  Schubert/Schm
iedel/Kram

pe, a. a. O. （Fn. 19
）, S. 180.

（
25
）  

同
条
は
、
一
項
で
、「
善
良
な
風
俗
に
反
す
る
法
律
行
為
は
、
無
効
と
す
る
」
と
定
め
、
二
項
で
、「
特
に
、
相
手
方
の
強
制
さ
れ
た
状
態
、
経

験
不
足
、
判
断
能
力
の
欠
如
又
は
著
し
い
意
志
の
弱
さ
を
利
用
し
、
給
付
に
対
し
て
著
し
く
不
均
衡
な
財
産
上
の
利
益
を
自
己
又
は
第
三
者
の
た

め
に
約
束
さ
せ
又
は
譲
渡
さ
せ
る
法
律
行
為
は
、
無
効
と
す
る
」
と
定
め
る
。

（
26
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 458.

（
27
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 806.

（
28
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 922.

（
29
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 1112.
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（
30
）  

こ
れ
ら
の
規
定
の
う
ち
、
草
案
三
四
〇
条
は
、
保
証
が
保
証
人
に
と
っ
て
商
行
為
で
あ
る
場
合
に
、
保
証
人
は
先
訴
の
抗
弁
を
有
し
な
い
こ
と

を
規
定
す
る
ド
イ
ツ
商
法
典
三
四
九
条
と
し
て
、
草
案
三
四
一
条
は
、
保
証
等
に
つ
い
て
民
法
上
の
要
式
に
関
す
る
規
定
の
適
用
が
な
い
こ
と
を

規
定
す
る
ド
イ
ツ
商
法
典
三
五
〇
条
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
。

（
31
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 1343.
（
32
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 1345.

（
33
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 1343f.

（
34
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 1345f.

（
35
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 1344.

（
36
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 1366f.

（
37
）  Schubert/Schm

iedel/Kram
pe, a. a. O. （Fn. 19

）, S. 1367f.

（
38
）  Carl H

ahn/Benno M
ugdan, D

ie gesam
ten M

aterialien zu den Reichs-Justizgesetzen, Bd.6, H
G
B, 1983, S. 754.

（
39
）  H

ahn/M
ugdan, a. a. O. （Fn. 38

）, S. 739 -742.

（
40
）  

契
約
締
結
時
に
想
定
さ
れ
て
い
た
損
害
が
偶
然
生
じ
な
か
っ
た
事
例
に
つ
い
て
、H

ahn/ M
ugdan, a. a. O. 

（Fn. 38

）, S. 750f

参
照
。
た

だ
し
、
発
言
者
は
、「
例
外
は
規
則
を
証
明
す
る
（exeptio confirm

at regulam

）」
と
し
て
、
草
案
三
三
九
条
の
維
持
を
支
持
す
る
。

（
41
）  Staub/Ingo Koller, H
GB, 4. Aufl., 2001, 
§348, Rn. 1; EBJS/D

etlev Joost, H
GB, Bd. 2, 3. Aufl., 2015, 

§348, Rn. 1; M
üKoH

GB/ 
Karsten Schm

idt, 4. Aufl., 2018, 

§348, Rn. 2; O
etker/Rüdiger Pam

p, H
G
B, 6. Aufl., 2019, 

§348, Rn. 1.

（
42
）  Chasapis, a. a. O. （Fn. 17

）, S. 198.

（
43
）  

同
項
第
一
文
は
、「
約
款
中
の
条
項
は
、
当
該
条
項
が
信
義
誠
実
の
要
請
に
反
し
て
約
款
使
用
者
の
契
約
相
手
方
を
不
相
当
に
不
利
益
に
取
り

扱
う
と
き
は
、
無
効
と
す
る
。」
と
定
め
る
。

（
44
）  BG
H
 18. 11. 1982, BG

H
Z85, 305.

（
45
）  BG

H
 12. 01. 1994, BG

H
Z124, 351.

（
46
）  BG

H
 07. 05. 1997, N

JW
 1997, 3233. 

も
っ
と
も
、
こ
の
判
決
は
、「
違
約
罰
の
高
さ
が
、
契
約
違
反
の
程
度
に
は
結
び
つ
い
て
お
ら
ず
、

契
約
に
違
反
す
る
状
況
が
継
続
す
る
期
間
に
よ
っ
て
高
ま
り
、
期
間
や
金
額
に
関
す
る
限
界
が
予
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
を
も
顧
慮
し
た
上
で
、

「
絶
え
間
な
く
増
大
す
る
違
約
罰
が
、
違
約
罰
債
務
者
の
有
す
る
請
求
権
を
費
消
し
、
違
約
罰
債
権
者
の
想
定
さ
れ
る
損
害
と
の
不
均
衡
に
陥
り
、
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ま
た
、
違
約
罰
債
権
者
に
、
実
質
的
な
利
益
状
況
に
見
合
わ
な
い
財
源
を
与
え
る
危
険
」
が
、
約
款
使
用
者
の
相
手
方
を
不
相
当
に
不
利
に
取
り

扱
う
こ
と
を
示
す
。
金
額
の
高
さ
だ
け
を
顧
慮
す
る
判
決
と
は
い
え
な
い
。

（
47
）  BG

H
 13. 11. 2013 N

JW
 2014, 2180.

（
48
）  Staudinger/D

agm
er Coester-W

altjen, 

§309 N
r. 6, Rn. 28; M

üKoBG
B/ W

olfgang W
urm
nest, 

§309 N
r. 6. Rn. 20; U

lm
er/

Brandner/H
ensen/Andreas Fuchs, AG

B-Recht, 12. Aufl., 2016, 

§309 BG
B, Rn. 36; Erm

an/Stefanie Roloff, 

§309, Rn. 59. 

商
法

学
説
上
は
、「
極
端
な
不
均
衡
」
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
見
解
も
あ
る
。EBJS/Joost, 

§348, Rn. 28; O
etker/Pam

p, 

§348, Rn. 16

参
照
。

（
49
）  BG

H
 30. 3. 1977, W

M
 1977, 641.

（
50
）  Palandt/G

rüneberg, 

§339, Rn. 12; Erm
an/Schaub, 

§343, Rn. 1; M
üKoBGB/ G

ottwald, 

§343, Rn. 8; Staub/Koller, 

§348, Rn. 
12; Schlegelberger/W

olfgang H
eferm

ehl, H
G
B, 5. Aufl, 1976, 

§348, Rn. 31.

（
51
）  M

üKoBG
B/G
ottwald, 

§343, Rn. 8.

（
52
）  H

elm
ut Köhler, Vereinbarung und Verw

irkung der Vertragsstrafe, in: FS G
ernhuber, 1993, S. 211.

（
53
）  Köhler, a. a. O. （Fn. 52

）, S. 211f.

（
54
）  Chasapis, a. a. O. （Fn. 17

）, S. 407.

（
55
）  Claus-W

ilhelm
 Canaris, H

andelsrecht, 24. Aufl., 2006, S. 368.

（
56
）  

既
に
、
堀
川
・
前
掲
注
（
4
）
三
一
三
頁
〜
三
二
二
頁
に
お
い
て
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（
57
）  G

ernhuber, a. a. O. 

（Fn. 15

）, S. 764f.; Staudinger/Rieble, 

§339, Rn. 77; Soergel/Lindacher, 

§343, Rn. 5; EBJS/Joost, 

§348, 
Rn. 5; O

etker/Pam
p, 

§348, Rn. 14.

（
58
）  G

ernhuber, a. a. O. （Fn. 15

）, S. 764f; Staudinger/Rieble, 
§339, Rn. 76.

（
59
）  Staudinger/Rieble, 

§339, Rn. 76; EBJS/Joost, 

§348, Rn. 5.

（
60
）  Staudinger/Rieble, 

§339, Rn. 76. 

こ
れ
に
対
し
て
、G

ernhuber, a. a. O. 

（Fn. 15

）, S. 765

は
、
債
権
者
の
履
行
確
保
の
利
益
の
み
を

基
準
と
し
て
挙
げ
る
。

（
61
）  

否
定
例
と
し
て
、O

LG
 D
üsseldorf 2. 8. 2007, BeckRS 2007, 19468

、
肯
定
例
と
し
て
、O

LG
 H
am
m
 5. 7. 1994, BauR 1995, 548

参
照
。
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（
62
）  BG

H
 17. 07. 2008, N

JW
 2009, 1882.

（
63
）  Karsten Schm

idt, JuS 2009, 1149.
（
64
）  M

üKoH
G
B/K. Schm

idt, 

§348, Rn. 14; O
etker/Pam

p, Rn. 15; Köhler/ Bornkam
m
/Feddersen/Joachim

 Bornkam
m
, U
W
G, 37. 

Aufl., 2019, 

§12, Rn. 1.214; jurisPK-U
W
G
/G
angolf H

ess, 4. Aufl., 2016, Rn. 84; Staudinger/D
irk O

lzen/D
irk Looschelders,  

§242, Rn. 668; Erm
an/Schaub, 

§343, Rn. 8.

（
65
）  G

ernhuber, a. a. O. （Fn. 15

）, S. 774 Fn. 6; Köhler, a. a. O. （Fn. 52

） S. 223; Staub/ Koller, 

§348, Rn. 14.

（
66
）  Staudinger/Rieble, 

§343, Rn. 177 -191

お
よ
びVolker Rieble, „Kinder-w

ärm
ekissen

“ und Vertragsstrafendogm
atik, G

RU
R 

2009, 824
参
照
。Soergel/ Lindacher, 

§343, Rn. 27

お
よ
びW

alter F. Lindacher, JR 2009, 337

も
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
よ

る
軽
減
を
批
判
す
る
。
リ
ー
プ
レ
お
よ
び
リ
ン
ダ
ッ
ハ
ー
は
、
当
該
事
案
の
違
約
罰
に
関
す
る
合
意
が
ド
イ
ツ
民
法
典
一
三
八
条
一
項
に
基
づ
き

全
部
無
効
と
な
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
り
、
全
額
で
の
請
求
を
認
め
る
と
い
う
結
論
を
支
持
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
67
）  Rieble, a. a. O. （Fn. 66
）, S. 825f.; Staudinger/Rieble, 

§343, Rn. 183, Rn. 185.

（
68
）  Chasapis, a. a. O. （Fn. 17
）, S. 429.

（
69
）  Chasapis, a. a. O. （Fn. 17

）, S. 429

参
照
。Rieble, a. a. O. （Fn. 66

）, S. 827

も
同
旨
。

（
70
）  Chasapis, a. a. O. （Fn. 17

）, S. 430f.
参
照
。
ま
た
、Staudinger/Rieble, 

§343, Rn. 187

も
同
様
の
こ
と
を
指
摘
す
る
。
以
上
の
見
解
は
、

違
約
罰
の
過
大
性
以
外
の
要
素
を
顧
慮
し
て
、
ド
イ
ツ
民
法
典
二
四
二
条
に
基
づ
く
軽
減
を
行
う
可
能
性
を
排
除
し
な
い
。

（
71
）  Rieble, a. a. O. （Fn. 66

）, S. 828.

（
72
）  Staudinger/Rieble, 

§343, Rn. 14.

（
73
）  Staudinger/Rieble, 

§343, Rn. 17.

（
74
）  

た
だ
し
、
契
約
自
由
の
帰
結
を
裁
判
所
が
一
般
的
に
規
制
す
る
こ
と
は
、
契
約
自
由
の
保
障
と
相
容
れ
な
い
と
す
る
見
解
が
有
力
で
あ
る
。

Claus-W
ilhelm

 Canaris, Verfassungs- und europarechtliche Aspekte der Vertragsfreiheit in der Privatrechtsgesellschaft, in: FS 
Lerche, 1993, S. 886 -887

参
照
。

（
75
）  

他
に
も
、
リ
ー
プ
レ
と
異
な
る
前
提
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
契
約
法
の
一
般
原
則
と
し
て
比
例
原
則
を
措
定
し
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
を

そ
の
特
別
規
定
と
解
す
る
見
解
が
あ
る
。M

ichael Stürner, D
er G
rundsatz der Verhältnism

äßgkeit im
 Schuldvertragsrecht, 2010

、

違
約
罰
法
に
つ
い
て
はS. 147 -154

参
照
。
シ
ュ
テ
ュ
ル
ナ
ー
の
見
解
は
、
既
に
山
田
孝
紀
「
比
例
原
則
を
基
礎
と
す
る
給
付
拒
絶
の
根
拠
」
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法
と
政
治
六
七
巻
四
号
（
二
〇
一
七
年
）
一
二
九
頁
に
よ
り
詳
細
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
シ
ュ
テ
ュ
ル
ナ
ー
は
、
上
記
の
判
決
を
簡
潔

に
引
用
す
る
の
み
で
あ
り
（S. 151 Fn. 323

）、
詳
細
な
検
討
を
行
っ
て
い
な
い
。

（
76
）  

山
本
敬
三
『
契
約
法
の
現
代
化
Ⅰ
』（
商
事
法
務
、
二
〇
一
六
年
）
一
九
八
頁
（
初
出
二
〇
〇
〇
年
）
は
、「
消
費
者
側
が
、
事
業
者
に
生
じ
た

実
損
害
の
額
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
ま
で
、
そ
れ
を
上
回
る
賠
償
を
事
業
者
に
認
め
る
必
要
は
、
本
来
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
す
る
。

こ
の
よ
う
な
理
解
を
前
提
に
、「
平
均
的
な
損
害
」
を
抽
象
的
損
害
計
算
と
解
す
る
場
合
に
、
そ
の
抽
象
的
損
害
計
算
が
具
体
的
損
害
計
算
を
排

除
し
な
い
抽
象
的
・
典
型
的
損
害
計
算
を
意
味
す
る
と
き
は
、
本
文
中
に
示
し
た
よ
う
な
解
釈
に
至
る
。
抽
象
的
損
害
計
算
の
分
類
に
つ
い
て
、

河
野
・
前
掲
注
（
10
）
五
三
九
〜
五
四
二
頁
。

（
77
）  

河
野
・
前
掲
注
（
10
）、
特
に
五
五
六
・
五
五
七
頁
参
照
。
な
お
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
民
法
典
三
四
三
条
の
適
用
に
先
行
す
る
問

題
と
し
て
、
合
意
が
包
括
的
損
害
賠
償
と
違
約
罰
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
か
と
い
う
性
質
決
定
の
問
題
が
生
じ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
問

題
は
、
合
意
に
損
害
額
を
実
体
法
上
確
定
す
る
効
果
を
認
め
る
か
と
い
う
点
に
か
か
わ
る
。
以
上
に
つ
い
て
、
河
野
・
前
掲
注
（
10
）
五
五
四
・

五
五
五
頁
参
照
。

（
78
）  

山
本
豊
・
前
掲
注
（
7
）
八
二
頁
は
、
不
当
条
項
規
制
の
文
脈
で
、「
合
理
的
な
内
容
と
異
な
る
契
約
条
項
を
一
律
に
不
合
理
と
推
定
す
べ
き

か
」
に
つ
い
て
、「
一
定
の
任
意
規
定
か
ら
の
乖
離
を
問
題
に
す
る
の
な
ら
、
そ
の
『
一
定
の
限
度
を
超
え
た
乖
離
』
や
『
一
定
の
任
意
規
定
』

を
判
別
す
る
基
準
こ
そ
が
、
条
項
の
不
当
性
判
断
に
と
っ
て
決
定
的
で
あ
る
」
と
す
る
。

（
79
）  

主
観
的
要
件
の
充
足
の
推
定
を
覆
す
事
情
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
予
定
賠
償
額
の
決
定
に
債
務
者
が
関
与
し
た
こ
と
を
裏
付
け
る
事
実
や
、
高

額
な
損
害
賠
償
額
の
予
定
を
合
意
す
る
こ
と
に
よ
る
履
行
の
確
保
が
対
価
を
は
じ
め
と
す
る
契
約
条
件
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
情
等
が
考

え
ら
れ
る
。
内
容
規
制
に
お
け
る
価
格
と
合
意
に
対
す
る
評
価
の
関
係
に
つ
い
て
、
丸
山
絵
美
子
『
中
途
解
除
と
契
約
の
内
容
規
制
』（
有
斐
閣
、

二
〇
一
五
年
）
三
八
三
頁
（
初
出
二
〇
一
三
年
）。
な
お
、
以
上
の
事
実
を
認
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
合
意
が
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
か
ら
区

別
さ
れ
る
「
違
約
金
」（
民
法
四
二
〇
条
三
項
）
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
内
容
規
制
の
次
元
で
、
違

約
金
が
損
害
賠
償
額
の
予
定
と
同
様
の
規
律
に
服
す
る
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
未
だ
十
分
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
消

費
者
契
約
法
に
お
い
て
、
損
害
賠
償
額
の
予
定
と
「
違
約
罰
」
を
異
な
る
規
律
の
下
に
置
く
可
能
性
を
示
唆
す
る
の
は
、
丸
山
・
前
掲
三
六
二
頁

（
初
出
二
〇
〇
九
年
）。

（
80
）  

潮
見
・
前
掲
注
（
6
）
五
四
四
頁
。

（
81
）  

能
見
・
前
掲
注
（
2
）
一
〇
三
巻
六
号
一
一
〇
七
・
一
一
〇
八
頁
は
、
客
観
的
な
要
素
の
み
を
問
題
に
す
る
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
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意
の
一
部
無
効
に
つ
い
て
、「
実
損
害
と
の
均
衡
を
回
復
す
る
も
の
」
と
位
置
づ
け
、
判
断
基
準
時
を
「
債
務
不
履
行
時
な
い
し
裁
判
時
」
と
す

る
。
た
し
か
に
、
民
法
九
〇
条
の
適
用
と
し
て
構
成
す
る
以
上
、
形
式
的
に
は
法
律
行
為
の
有
効
性
に
関
す
る
議
論
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
質
的

に
は
、
有
効
に
成
立
し
た
契
約
を
事
後
的
に
改
訂
す
る
こ
と
を
肯
定
す
る
見
解
と
み
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
82
）  
北
川
善
太
郎
「
損
害
賠
償
論
の
史
的
変
遷
」
法
学
論
叢
七
三
巻
四
号
（
一
九
六
三
年
）
三
七
頁
、
五
二
頁
、
樫
見
由
美
子
「
ド
イ
ツ
に
お
け
る

損
害
概
念
の
歴
史
的
展
開
」
金
沢
法
学
三
八
巻
一
＝
二
号
（
一
九
九
六
年
）
二
一
九
・
二
二
〇
頁
、
二
三
四
頁
、
二
三
八
頁
。
沿
革
的
検
討
を
通

じ
て
損
害
塡
補
論
の
自
明
性
を
疑
う
の
は
、
北
居
功
「
モ
ム
ゼ
ン
『
利
益
論
』
の
意
義
」
竹
下
賢
＝
宇
佐
美
誠
編
『
法
思
想
史
の
新
た
な
水
脈
』

（
昭
和
堂
、
二
〇
一
三
年
）
一
〇
三
頁
。

（
83
）  

筏
津
安
恕
『
失
わ
れ
た
契
約
理
論
』（
昭
和
堂
、
一
九
九
八
年
）
三
七
〜
四
七
頁
。

（
84
）  

出
雲
孝
「
消
費
貸
借
に
『
給
付
の
均
衡
』
法
理
を
適
用
す
る
こ
と
の
可
否
」
大
学
院
研
究
年
報
（
中
央
大
学
）
三
九
号
（
二
〇
一
〇
年
）
五
一

頁
。

河
野　

航
平
（
か
わ
の　

こ
う
へ
い
）

所
属
・
現
職　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程

最
終
学
歴　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

専
攻
領
域　
　

民
法

主
要
著
作　
　

 「
損
害
賠
償
額
の
予
定
に
関
す
る
合
意
の
効
果
論
」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
一
九

号
（
二
〇
一
八
年
）


